
教科教育におけるコンピュータ等教蕎機器覇）穂濡濡に麗する実証的藏究 i37

ハイパーメディア教材の試作（そのi）

（FM－TOWNSを使って）

神
石　初
村

雄（教育実践醗究詣導センター麟轍育／

巧鰯属小学校理科教育／

はじめに

　小学校段き鱈に続き、姶鱒年度からは中学校段階

でも新学習捲導要領が実施される。それに先だっ

て、小学校・中学校にパソコンが導入されつつあ

り、新しい試みが徐々にではあるが広がっている

ように懇、われる。

i　「ハイパーカード」による教材作成の

試み

　その新しい試みの一つは、ハイパーメディア、

あるいはマルチメディア（ク鷺スメディア）、メ

ディアミックスによる教誘作繊と、それらを活絹

した実践である。

　マルチメディアあるい縁クロスメディアとは、

教糞活動で篤いる媒体1こ視点を置いたとき1こ考え

鐵されたものであるが、絶秀、メディアミックス

は、媒体を取9搬う撰叡こ観点をおいて、それらの

合成・複合を考えたもの、と整運されているの。

ところで、ハイパーメディアとは、ワープロ等に

よる文字椿報（テキスト）や写真、絵、選版等の

静止魑像濤報（グラフィクス）はもちろんのこと、

音声や狭像（勤癒・VTR）をも、コンピュータ

を介して一つの教韓として編集しなおしたものの

ことである。このハイパーメディア教材の群成に

駕しては、すでに本学の白石豊氏が、マッキントッ

シュ／アップル縫製コンピュータ／のハイパーカー

ドを驚いた先駆的な試みを紹介している鱒。近

年、このハイパーメディア教材を作成する試みが、

現場教縣の手1こよっておこなわれはじめており、

いくつかの雑誌等で特集が纏まれたりしてい
る雛。

　舞えば、ハイパーカードを霧いて教材作成し、

実践した事溺をみてみると、次のような点にその

利灘懸韓を見い議している鋤、

①擬えるデータの種類が多いこと（数値、文字、

　　グラフィクス、音声、アニメーション、デジ

　　タライズされたどデオなど）

②「カード」内ファイルの鐡し入れ、着騰の窃

　　露な操蛋乍が薄能であること

③「カー鑓内ファイルの幾像に繍タン」と

　　いうスイッチを複数つくることができ、教材

　　とのインターラクション紅よる効果を莫麟寺で

　　きること

　④「カード」内ファイル紅、購一タイプのデー

　　タだけでなく、異なるタイプのデータを振う

　　ことができること

　これらの作業を、マウスでのクリックで実に簡

単1こできること、そして「麹人グ）舞った教誘が簡

単にカスタマイズ縮分のものとして騙集するこ

と）できる」　纐ことが、このことを藩籬として

いる。それは、大容量の記憶装羅（ハードディス

ク／と溝辺装麗からの精報をコンピュータに取り

込むことができるインターフェイスやアプ亨ケー

ションソフトが不溝欠になるが、その競発が遙み、

比較的安慰でそろえることが導能となったからで

ある。

　また、「カード」を作成、変更、修正するとき

1こも、操作に当たっては特にプ痘グラミングは不

必要となっていることも、大きな特徴である。

2　薪鋪一丁OW糧S版パイパーメディア教

材による授業実践

　このようにハイパーメディア教韓の作成がかな

り手軽になると縁時1こ、教舗のコンピュータを活

霧した教材蕪成の露密度が高くなったことについ

ては、注舅すべきことである。

　ところで、「ハイパーカード」ではなく、ほぼ

縁種の機能を持つものも麗発、活溺されつつある

こともみておきたい。その一つは、FM－
TOW養Sコンピュータを絹いた実践である。
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　例えば、三輪功実践ギ地球にやさしく」（小学

校5年社会科／㈲では、主紅「タウンズギヤ」

（Tow蓋1sGe繊）という毒販ソフトを硬駕して、

各種グラフ、写真等を欝9懸錘取参込み、ヂ課題選

叛学習」の授業展鵜に活濡している。この実践で

は、ヂ子どもたち紅主体的な学習活動」の保鋒と

よ参ヲアルなギ直接体験ゴを重観するという、コ

ンピュータを落綿した教畜実践を試みた場合の重

要な論点に留意して進められている。

　繭考のヂ主体的な学習」をつく参だすという点

では、調べる活動を取り入れると「効果的な場合

がある」という嚢漸から、ギ生活鑓水」「森林破壊」

rゴミ問題」の3コースからiっを選叛し、ヂ餐1

溺学習」を経た後のヂ発表交流会」を設けるとい

う授業展麗となっている（単元全体で1擬3縛間で、

この部分1齢鋳悶）。後者では、スライドや写真を

コンピュータに蕎攣に取参込むことができるどデ

オデジタイズ機能を硬って、ハイパーメディア教

材を作威している。また、ディスプレイを通して

だけではなく、実物資料紅よるヂ澄接体験」が一

番有効であるという灘懸もあって、新石鐵づく列

ギ学級の紙ゴミのササイクル鷹「学校の濁りのゴ

ミ拾い涯ヂー週間の家庭のゴミ集め」を取り入れ

ている点に、涯目しておきたい。

3　F辮一τOW鰻S飯ハイパーメディア教
　材の雲麦作と実践的検費書

　このようなハイパーメディア教韓作成の試みで

は、以蕩懸念されていたいくつかの検討課題に徐々

1こ遮りつつあるように思われる。

　これまでにも、コンピュータに文字（テキスト／

や慧上露縁燐報を単独に取り込むことは容易であっ

た韓が、それらのデータ・精鞭に、教縣が手を換

え（携えば薔縁を切参取ったり、色講の変翼や縮

小や位置・角度の変更等／編集し覆すということ

はほとんど不薄能であった。しかし、轟豫のデジ

タイズ化がきわめて簡単紅おこなうことができ、

かつその変換が容易になった現在では、教育機器

の操｛乍自体が篶単になったこともさることながら、

教鎌の授業のねらいに耀した教軽作成、編集が可

能とな1り、教舗の授業展開、運営に関する主体性

が保持・確保できる可籠性がでてきたことはきわ

めて重要な変化である。

　この点で、現在i試｛乍しつつあるのは、次のよう

なシステムでのハイパーメディア教翻の鰹作の試

みである。
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　このシステムの特徴は、次のような点があげら

れる。

　1っは、どデオカメラの藏面を、マウスのクヲッ

クーつでコンピュータに取り込むことができ、そ

の撫工が極めて簡単であるという点である。それ

は、コンピュータとカメラとの闘のFビデオカー

ド」（インターフェイス／を介するだけで、取り

込むことができ、その藻工1こはギペイン携
ゆ撮蹴〉という市販ソフトで、i蚕1象を切つ取った

参、部分消去色講の変更、モザイク化、反転、左

右反転、縮小拡大や位置・角度の変更等、教誘作

成．しの懲譲度が高いものとなって静る。

　2つには、ビデオ、写真や絵・麟版、CDやフ

ヨッピーにおさめてある情報多様な藩報を籍単に

コンピュータに取9込むことができ、その編集も

市販ソフト薪タウンズギや擁を遠いて比較的繧1単

であるという点である。

　3つ垂こは、色彩面で最高32万麺素の表示が薄能

であるという点、音声情報を取参込むことやギボ

タン」の設置によって文字・露嚢ではなく音声に

よって解説・説明することも容場であることがあ

げられる。

　現在は、このようなメ1ノットを活稽しながら、

次の2翻面からの追求をしている。それは、シス

テム面に臠しては、編集作業の蕎素化とそのマニュ

アル化1こついての改善と、内容懸については、コ

ンピュータによるハイパーメディア教材のもつ種

麹童生を生かした異体的な1教翻の作成である。この

ギ独懲性雌に麗しては、例えば、事物・録象の変

髭、移動過程を、ディスプレイ．しの廼懸で示しな

がら、コンビュー・夕で容易にコント鍔一ノレできる

システムの灘発を試みて斗）る。
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